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たいへん多くの日本人が誤解しているの

は、「アフリカの国々では、あちこちにゾウ

やライオンなどがいて、動物なんて簡単に

見られるに違いない」と思っていることで

す。ところが現地には日本のような動物園

や、動物の種類ごとに鑑や柵などで仕切ら

れたサファリパークなどといったものはな

く、アフリカの国々で生まれ育った人の多

くは、野生動物を見たこともない。というの

が現実です。 

外貨獲得に大きく貢献している野生動物

を中心にした観光業は、アフリカの各国に

とって主要産業のひとつです。そのため、膨

大な国家予算を注ぎ込んで国立公園(ナシ

ョナルパーク)や、動物保護区(ゲームリザ

ーブ)を指定、管理しています。もちろん、

餌を与えたり草食獣と肉食獣とを分けたり

はせず、広大な面積の公園ごと鑑も柵も作

らず、自然のままに保護するのです。 

このような保護地域のほとんどは、国が

直接管理するか、県や郡のような地方行政

が管理していますが、中にはごく少数です

が個人が管理・運営する私設保護区(プライ

ベートサンクチュアリ)もあります。 

国立公園や動物保護区の中やその周辺に 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

は、国が許可した民間のホテルチェーンな

どが運営する宿泊施設があり、世界中から

の観光客が豪華で快適なホテルライフを楽

しみます。 

野生動物が自由に歩き回る草原を、人間

が車という鑑に入ったお邪魔し、彼らの暮

らしぶりを拝見させていただくのが、サフ

ァリドライブです。 

例外的に公園内でも湖畔や丘の上など、

見通しのきく場所では車から降りていいこ

とになっています。数百万羽のフラミンゴ

が翼を休めるケニアのナクル湖畔や、360 度

地平線が続くアンボセリ国立公園の見晴ら

しの丘に立ちますと、まさに気分爽快です。 

ところでケニアでは、このところ国内の

アフリカの野生動物保護事情 

動物雑感  （32） 

平 岩 雅 代 
アニマルフォトグラファー 

トラベルライター 



 

- 77 - 
 

国立公園や保護区内で、生まれて間もない

野生動物の子どもたちが姿を消す事件が相

次いで起こり、早速調査をした結果、なんと

誘拐されたことがわかりました。 

観光客のふりをして公園や保護区に入り、

パトロールをするレンジャー(保護管)の目

を盗んで、ライオンやチーターの子を毛皮

に包んで連れ去るのです。 

誘拐された動物たちの何頭かは、私設保

護区に売られ、観光の目玉になっていた、と

いうことが判明しました。 

事の重大性を認識した政府は、公園や保

護区内のライオンやチーターの親と、私設

保護区内のライオンやチーターの子のそれ

ぞれの DNA 鑑定を行いました。 

多くの人が住む町には動物園がなく、子

どもたちは生きた動物を見る機会がほとん

どありません。テレビも日本のように普及 

 

 

 

 

 

 

 

していませんので、実際の動物の大きさや

鳴き声なども、想像するほかありません。 

数少ないチャンスのひとつが、ナイロビ

郊外にあるキリンの保護センター。学校の

先生や保護センターの学芸員からキリンの

習性についてを学び、キリンに餌を与えて

身近かな存在として触れ合うことです。 

幼い子どもたちが澄んだ瞳をキラキラ輝

やかせて真剣な表情で学んでいる姿が、と

ても印象的です。 


